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岡山県の酪農は、戸数、頭数が減少し、生

産力の低下が危惧されています。戸数減少の

要因は、経営者の高齢化、後継者の不在もあ

りますが、経営不振によりやむなく経営を中

止した例も少なくありません。

岡山県では、県畜産課の支援のもと、畜産

協会とおかやま酪農業協同組合（以下、「酪

農協」という。）が協力して、県下全酪農家

の経営の「健康診断」に着手しました。検診

の結果、要再検査と診断されると、精密検査

を受けてもらい、「健康」を取り戻せるよう、

関係機関をあげて支援する取り組みを始めま

した。

まだ、始まったばかりですが、概要を紹介

します。

岡山県内の酪農家戸数は、図１の通り、平

成元年以降、平成16年までの16年間で1730戸

から567戸へと1163戸減少しました。これは

年平均にすると73戸の減少です。また、飼養

頭数も平成元年の４万3300頭から平成16年の

２万4500頭へと１万8800頭減少しました。年

平均にすると

1175頭の減少に

なります。その

結果、図２の通

り、生乳生産量

は平成２年の19

万2000ｔをピー

クに減産を続

け、平成15年は

13万5000ｔまで

（図１）岡山県の酪農家戸数と乳牛飼養頭数の推移
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減少し、平成17年も12万ｔを下回る見込であ

り、もはやこれ以上の減産は許されない状況

となっています。

そこで、廃業の原因を調べるため、平成16年

度以降の廃業農家47件の年齢と廃業理由を調

査しました。調査結果は図３、図４の通りです。

廃業農家のうち34件（72％）は60代以上の

経営者でした。これらの平

均年齢は69歳と60代後半が

大半であり、また経営規模も

平均８頭と零細な規模の経

営がほとんどでした。廃業

の理由の多くが高齢による

経営に対するモチベーショ

ンの低下と病気という結果

でした。

一方、50代以下の経営者

13件（28％）の場合、廃業の

原因は９件が経営不振であ

り、残りは健康問題が２件、

台風による牛舎の倒壊とい

った天災などが２件でした。

60代後半からの、零細経

営の廃業はやむを得ない側

面がありますが、問題は60

代以前の廃業です。この階

層は平均年齢52歳、経産牛

頭数22頭と、平均的な飼養

規模よりはやや小規模では

ありますが、経営を中止す

るような年齢ではなく、こ

の階層の廃業をいかに食い

止めるかが、戸数・頭数の

減少に歯止めをかけるため

のポイントとなります。

元 

（図２）岡山県生乳生産量の推移

（図３）廃業農家の廃業時年齢

（図４）廃業農家の廃業理由
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一方、岡山県では、県の酪農肉用牛近代化

計画を現在策定中ですが、平成27年度におけ

る酪農家戸数306戸、経産牛飼養頭数１万4431

頭、生乳生産目標11万6000ｔを目標として掲

げています。これを達成するためには、50歳

代以下での廃業を食い止めたいところです。

そこで岡山県では、平成16年から、岡山大

学、県畜産課、総合畜産センター、農業試験

場、農業共済連、酪農協、畜産協会による委

員会を結成し、今後の酪農経営に対する支援

のあり方について検討を重ねてきました。

その結果、人間が定期健康診断を受けるよ

うに、県下全酪農家の経営に対する「定期健

康診断」を実施し、経営の現状（人間の場合

身長や体重など）と問題点（症状など）を把

握し、そのなかで、とくに、50歳代以下の経

営で安全性に不安があ

る経営と、後継者が主

体となっている経営を

支援（治療・処方）対

象として絞り込み、支

援チームによる徹底し

た支援指導を実施する

ことにしました。

そのためには、県下

全酪農家が対象となる

ことから、既存のデー

タの効率的活用とマニ

ュアル化が必要であ

り、新たなデータベー

スの構築に取り組むこ

ととなりました。

酪農家の経営データは、従来、さまざまな支

援組織にストックされ、データベースとして統

合され活用されるに至らなかったのですが、

平成11年度に始まった「担い手集中経営支援

体制整備事業」により、道府県畜産会等が保

有する経営データと家畜改良事業団が保有す

る牛群検定データ、中央酪農会議が保有する

酪農悉皆
しっかい

調査データが横断的に利用すること

ができる、酪農経営データベースが構築され、

経営支援に対する効率性が改善されました。

そこで、新たに構築するデータベースは、

この酪農経営データベースを基礎にして、さ

らに有効活用するために、県内の各支援機関

（表１）酪農経営に関するデータとその保有先
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等にある経営にかかわるデータを統合し、本

県独自の酪農経営データベースを構築し、デ

ータ収集や集計作業などの効率化とマニュア

ル化を図ることとしました。

酪農経営に関するデータとその保有先を整

理すると表１のようになります。

以上のように、中央畜産会の「担い手集中

経営支援体制整備事業」を活用し、平成16年

度に岡山県版の酪農地域データベースを開発

しました。

内容的には、畜産協会が経営分析を行うた

めの経営診断報告書作成システムの構築と、

酪農協に酪農家支援データベースを構築する

ことを柱としています。

経営診断報告書作成システムはデータをコ

ンバートし、中央畜産会の分析システムを活

用するシステムであり、酪農家支援データベ

ースは、乳代精算書、現況調査、JASTEMの

各データの抽出、蓄積、畜産協会からの報告

書の蓄積を目的としたものです。

酪農経営の診断は、収益性、生産性、安全

性について分析、診断することになります。

問題は、いかに効率的に、かつ、より正確な

データを酪農経営分析システムに入力するか

ということです。

収益性を把握するためには損益計算書を作

成することになりますが、そのデータは表１

の通り、さまざまな場所に存在します。しか

し、唯一まとまって存在するのが、経営者個

人が所有する青色申告データです。ただし、

青色申告データを利用する上では、割り切っ

て考えることが必要となります。

例えば耕種部門との複合経営においては、

生産資材費は、畜産部門と耕種部門の混合費

用という形で整理されています。しかし、酪

農経営においては、極めて小規模な経営を除

けば、ほとんどの経営で、酪農部門が基幹部

門であり、投下された費用も酪農部門と考え

て差し支えがないと判断できます。

そこでこのように割り切り、損益計算書作成

のためのデータは青色申告データを活用するこ

ととしました。

生産性の分析には、酪農

協の現況調査データから飼

養頭数データを活用し、乳

代精算書データから、乳量、

乳成分データを活用するこ

ととしました。

安全性の分析には、青色

（図５）岡山県酪農地域データベースの概要

おかやま酪農業協同組合 
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申告の貸借対照表のデータと酪農協が保有す

る資金・借入金データ、また、対象経営から

酪農協以外の借り入れている状況を補足調査

して活用することとしました。

酪農協の酪農家支援データベースに蓄積さ

れたデータはMOもしくは、E-mailで畜産協

会に送られ、データをコンバートし、経営分

析用入力ファイルを作成し、分析システムに

取り込むこととしました。

また、農家から提出された青色申告データ、

負債データは畜産協会で手入力することとし

ました。

データの収集に当たっては、酪農協から事

業の趣旨を各酪農家に説明してもらい、デー

タの提供と利用に対する同意書を作成し、酪

農協が健康診断希望者から同意を得て、その

うえで個人データを収集しています。また、

畜産協会も窓口相談員を活用し、事業のPRと

データの収集に協力して取り組んでいます。

本年度の本事業対象経営は、初年度という

こともあり70件程度の見込みです。これらに

対し、20件程度まとまった段階で、岡山大学、

岡山県畜産課、農業試験場、農業信用基金協

会、畜産協会で分析チームを編成して、会議を

開催して分析、コメント作成に当たっています。

コメント作成の流れは、経営の安定性をチ

ェックし、安定性に影響を与える直近２年間

の収益性を検討し、さらに収益性に大きく関

与する生産性の検討をすることで、改善ポイ

ントをみつけ、改善策を提示するというもの

で、重症の場合は、畜産協会の経営診断を受

けることになります。

コメントの具体的な内容は資料１の通りです。

健康診断結果は資料１のように出力されま

すが、 の評価によっては精密検診に進んで

もらうことになります。

の評価は資料２のように分類されます。

この事業のメーンターゲットはＣランクの

経営で、このクラスをＢランクへ引き上げる

ことで経営の堅実な担い手の確保に結びつけ

たいと考えています。

（表２）データ入力方法と項目
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平均的で　　　　　　　　　　Q 
やや高い　ことが要因です。   R

④ 次に資金バランスを見てみましょう。まず運転資金のバランスをみると、 
 流動比率は　　　98　％、当座比率は　　　65　％でした。 
 流動比率は　流動資産÷流動負債×100　で算出します。 
 流動比率とは、1年以内に支払わなければならない流動負債の返済に当て得る現金・預金と、その他の流動資産がどの位あるかを表します。 
 この比率は150％以上あれば一応資金繰りに支障をきたすことはありません。 
 当座比率は　当座資産÷流動負債×100　で算出します。 
 この比率は、今すぐ負債の支払いに当て得る資産の割合いを示します。一般に100％以上が望ましいとされています。 
 あなたの場合、1年以内に返済しなければならない負債に対し、現金化できる資産が不足しています。                        　I 
 もし、不足分の借入先が見つからなければ、支払い不能となり倒産する危険な状態です。　                                             J 
 
⑤ 固定資金の資金バランスをみると、 
 固定比率は 　　250　％でした。 
 固定比率は　固定資産÷資本合計×100　で算出します。 
 長期にわたって資金が寝る固定資産の取得は、返済必要性のない自己資本でまかなうのが理想です。 
 固定比率は100％以下が望ましいとされています。 
 しかし、あなたの場合、固定資産取得の際の借入依存度が高く、安全経営とは言えない状態です。                              　K 
 また、固定長期適合率は 100.2 ％でした。 
 固定長期適合率は　固定資産÷（資本合計＋固定負債）×100　で算出します。 
　 固定資産を調達する際、もし自己資本で不足するならば、長期間返済の必要がない固定負債で補うのが基本です。 
 したがって固定長期適合率は100％以下でなければなりません。 
 あたなの場合は、自己資本と長期資金では足りず、短期資金まで使っており、危険な状態です。                                  　L 
 
⑥ 最後に負債額をみると 
 経産牛１頭当たり負債残高は　　　　　　　　633   千円でした。 
 あなたの経産牛１頭当たり借入限度額は　　　657   千円です。 
 もうそろそろ借入限界が近づいています。　M 
 
⑦ 以上のように、あなたの経営は　　　　　　　Eランク　もはや手遅れ、倒産状態です。                                          　N 
 
  【あなたの経営の収益性について】 
⑧ 安全性が　　　　Eランク　もはや手遅れ　       なのは、O 
 あなたの平成　　　  　16　年度の                        経産牛１頭当たり年間所得が　　　　　　　　　106　千円 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族労働力１人当たりの年間所得が　　　　　 1,800　千円 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所得率が　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12　％ 
 と収益性が　　　低い　　　結果です。　　　　P 
 
   【あなたの経営の生産性について】 

 ※「経産牛１頭当たり借入残高」の指標は、農家ごとのケースで算出。 

　【参考】算出方法 

 利益率 （当期純利益＋支払利息＋家族労働費－年間所要生計費）÷（売上高＋営業外収益）×100 
 平均借入利率 支払利息÷期首負債合計×100 
 借入限界点 利益率÷平均借入利率 
 借入限度額 （売上高＋営業外収益）×借入限界点 
 経産牛1頭当たり借入限度額 借入限度額÷経産牛頭数 

⑨ 

主な経営指導標 

50

100

借入残高 ※ 

100

（資料１）
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まだ、事業初年度のため、各階層にどれだ

けの件数があるのかは把握できていませんが、

Ｃランクに属する経営はかなりの件数に上る

と見込まれます。また、Ｂランクのうち、Ｃ

ランクに近いものと、Ｄランクのうち、Ｃラ

ンクに近いものも事業対象と捉えています。

これらを、精密検診の対象とし、県下の関

係機関が協力、連携し合って支援組織の体制

を整備しています。例えば酪農経営データベ

ースの牛群検定情報や農業共済連の実施して

いる代謝プロファイルテストの結果や、普及

センターが実施しているカウコンフォートに

向けた支援等を活用しながら、飼料給与の改

善や飼養環境の改善により生産性の向上を図

り、経営の健全化に貢献していく方針です

（図６）。

冒頭にも記したように、将来的には全酪農

家を対象に、年１回の定期健康診断という位

置づけで実施する予定です。内容的にも、今

後はさらにバージョンアップを目指していま

す。例えば簿記ソフトのデータを取り込んで、

より精度の高い分析が可能なものにしたいと

考えています。

本事業の定期診断と精密検診を組み合わせ

ることで、酪農家の「健康」が維持でき、円

満退職農家以外の脱落農家が１件でも減り、

将来の岡山県の酪農を支える担い手が１件で

も多く育ってくれることを期待しています。

（図６）支援指導チームによる対象農家への支援指導体制図

（資料２）

Aランク 安全な経営です。この調子で頑張りましょう。
Bランク 今のところ安全です。でも、油断は禁物です。
Cランク やや不安定です。十分に気をつけましょう。
Dランク 危険な状態です。至急、手を打たなければ倒産も。
Eランク もはや手遅れ、倒産状態です。
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「飼養標準」とは家畜に給与する飼料中の

各種栄養成分の要求量を示したものです。す

なわち、ここで推奨されている各種栄養成分

の要求量を十分に満たすように飼料配合設計

を行えば、家畜を最大限成長させ、最も効率

良く生産性を上げることができます。しかし、

それぞれの栄養素要求量は家畜の生産能力が

向上するにつれて常に変化すると考えられて

います。

そこで、飼養標準は出版されてから一定期

間経過すると新しいデータを取り込んで最新

の情報が提供できるように改訂されます。

さて、わが国における豚の飼養標準は、

1970年にそれまでの国内で行われた肉豚の飼

養標準および飼料給与基準に関する一連の研

究成果に基づいて設定されたものが初版で

す。その後1975、1987、1993、1998年と改

訂が行われました。

今回の改訂（第５回改訂版［2005年版］）

は、次の基本方針に基づいて行われました。

１）第４次改訂以後に行われた国内の研究成

果を中心として、子豚・肥育豚、繁殖雌豚

のエネルギーおよびアミノ酸（蛋白質）要

求量の見直しを行う。

２）養分要求量の一層の精密化を図ることと

して、「子豚・肥育豚の発育ステージの細

分化」を行う。

３）飼料安全法の改訂によりDCP（可消化

粗タンパク質）表示が不要になったため、

DCP要求量にかかわる記載については、

全面的に削除する。

４）環境への負荷軽減および悪臭発生制御を

考慮し、養分要求量の精密化を図るととも

に、新知見を取り入れて解説の項の充実を

図る。

５）食糧自給率の向上を目的として、「食品

残さの飼料化」について新しく項目を起こ

し、解説を充実させる。

６）栄養素要求量の算出および配合設計を容

易にするため、養分要求量設計プログラ

ム・飼料設計体験プログラムのＣＤ－ＲＯ

Ｍ化を行う。

７）飼養標準の持つ意義が、初期のころの栄

養素要求量の提示から最近では豚の一般飼

養管理についての教科書的な意味合いがま
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すます増えてきたことから、解説の項を大

幅に充実させる。

以下に具体的な改訂の要点をまとめてみま

した。93年版以降では要求量をできるだけ数

式化しようとする方針があり、さまざまな数

式が出てきてやや複雑に感じるかもしれませ

ん。しかし、ここの数式を完全に理解する必

要はありません。重要なことは、それぞれの

栄養素がどのような考えで要求量が査定され

ているかの概略を知ることです。

実際に要求量を求めるには、付属のCDを

使って必要事項（体重、増体日量等）を入力

するだけで瞬時にできます。あるいは第２章

の表から一定範囲内（体重区分）の数値を知

ることができます。

これらのことを正しく理解すれば飼料配合

設計を行う時、あるいは自ら配合設計をしな

い場合でも飼料配合内容を理解することによ

って日々の飼養管理にとって大きな手助けと

なるはずです。

豚が成長し、生産活動をするためには絶え

ずエネルギーを必要とし、そのエネルギーは

すべて飼料から供給されます。従って、エネ

ルギー要求量は豚の生産活動においてまず第

一に考えるべき要素です。

98年版では２ヵ所の公立場所で行われた比

較屠殺法という実験によって得られたデータ

を基礎にしてエネルギー要求量の算定式を提

示しました。 2005年版では、基礎データの

追加について検討を行いました。98年版出版

以降に新たに２ヵ所の公立場所において、比

較屠殺法によるエネルギー要求量の解明に

関する実験が行われました。この２ヵ所は

SPF豚であったため、まず一般豚とSPF豚で

エネルギー摂取量に対する蛋白質および脂肪

蓄積量が同じか否かについて検討を行いまし

た。

その結果、一般豚とSPF豚の間で大きな違

いが認められなかったことから新たな２ヵ所

のデータを加えて例数を増加させ、得られる

結果の信頼性を向上させました。エネルギー

要求量の性別表示については、わが国の養豚

現場における雌雄別飼いの現状および雌雄の

違いによる差の程度等、総合的に判断して98

年版と同様に去勢雄と雌を含めて以下の式を

新たに作成しました。なお、基礎データ作成

に用いられた豚は合計341頭でした。

DE（kcal/日）

＝140W0.75＋PR/0.42＋FR/0.71 ［1式］

ここで、Wは体重（kg）、140W0.75は維持の

ためのDE要求量です｡DEとは可消化エネル

ギーのことをいい、豚が消化吸収して体内に

取り込むことのできるエネルギー量のことで

す。

PRおよびFRはそれぞれ蛋白質および脂肪

として蓄積されるエネルギー量（kcal/日）

で、蛋白質蓄積および脂肪蓄積に対するDE

の利用効率0.42および0.71で除して、蛋白質

および脂肪蓄積に必要なDEを求めました。

PRとFRは、体重と増体量から次式により
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求められます｡

PR＝（－0.1201W＋119.2WG＋25.5）×5.66

［2式］

FR＝（－0.268W－0.0015W2＋99.65WG＋

42.43WG2＋3.45W×WG－21.4)×9.46  ［3式］

ここで、WGは増体日量（kg/日）、5.66お

よび9.46はそれぞれ蛋白質および脂肪の１g

当たりのエネルギー含量（kcal）です。

98年版と2005年改訂版のエネルギー要求量

算定式は全く異なりますが、実際DE要求量

（Mcal/日）を比較すると図１のようになり

ます。これによると、両式の間に大きな違い

はありませんが、肥育後半で今回の改訂式が

やや低く、逆に哺乳期子豚、離乳期子豚期で

はやや高くなっていることが分かります。

より精密なエネルギー要求量の提示を目的

として性別のエネルギー要求量およびその算

定式も提示しています（表１）。

従来の蛋白質要求量から現在ではアミノ酸

要求量主体への考えに完全に移行していま

す。すなわち必須アミノ酸（豚が体内で合成

できないため、必ず飼料から必要量を摂取し

なければならない）を十分に満たしていれば

蛋白質含量はとくに考慮する必要はありませ

ん。

98年版では子豚・肥育豚の可消化リジン要

求量は以下の算定式を採用しています。

有効（可消化）リジン要求量（g/日）

＝17.3 ×WG

WG：期待増体日量（kg）

一方、NRC（98年版）では蛋白質蓄積量

のモデル式（蛋白質蓄積能力の違いによって

３種類を設定）を用い、蛋白質蓄積量に要す

（図１）１日当たりのDE要求量の比較
（98年版、NRC（98年版）と2005年版）

（表１）性別の蛋白質・脂肪蓄積量およびエネルギー・リジン要求量の算出例

１日当たりのDE要求量
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るリジン要求量を示しています。すなわち日

本飼養標準では増体日量を基準にしており、

NRCでは蛋白質蓄積量を基準にしています。

そこで、両者の違いを検討したところ、それ

ほどの差はみられないとの結論に達しまし

た。そこで今回の改訂版（2005年版）ではリ

ジン要求量の算定式は98年版と同様にするこ

ととしました。

98年版の刊行後、授乳豚のリジン要求量に

ついていくつかの論文が発表されました。そ

こで新たにリジン要求量の算定式を作成しま

した。

リジン（g/日）＝0.980＋22.9LG（kg/日）

ここでLGは１腹の哺乳子豚の１日当たり

の増体量（kg）です。

妊娠豚のリジン要求量については新たな文

献が認められなかったため変更は行わず、98

年版通りとしました。

各アミノ酸の要求量を求める方法は、まず

リジンの要求量を求め、その値にそれぞれの

必須アミノ酸のリジンに対する独自の係数を

乗じて算出します。従って、その係数（必須

アミノ酸の理想パターン）は極めて重要な意

味を持つことになります。

98年版の飼養標準が刊行された後、主な飼

養標準としてNRC（1998年）およびBSAS

（2003年）が出版されました。そこで、３つ

（表２）必須アミノ酸の理想パターン（妊娠、授乳豚）

１
日
当
た
り
の
Ｄ
Ｅ
要
求
量
（
Mcal
） 

（図２）子豚・肥育豚の発育ステージの細分化
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の飼養標準の必須アミノ酸理想パターンを比

較検討した結果、今回の改訂では妊娠豚、授

乳豚におけるバリンの理想パターンのみを変

更し、その数値を98年版よりもやや低くする

こととしました（表２）。なお、子豚、肥育

豚に関しては98年版通りとしました。

98年版の第２章メインテーブルにおける子

豚・肥育豚の発育ステージは１～５kg、５

～10 kg、10～30 kg、30～70 kg、70～115 kg

と区分されています。しかしより一層の精密

化を図るため、10～30kgを２分して10～20

kg、20～30kgとし、また、30～70 kgも２分

して30～50 kg、50～70 kgとしました。これ

を図示すると図２のようになり、細分化され

た様子がよく分かります。

飼料安全法の改訂によりDCP（可消化蛋

白質）表示が不要になったことから、DCP

要求量にかかわる記載については、全面的に

削除しました。

解説の項では、栄養素要求量についての充

実のみならず、最新の一般飼養管理技術につ

いても詳述しました。その結果、参考文献数

は98年版と比べて大幅に増加しました。また、

食品リサイクル法の施行により、豚による食

品残さの飼料としての有効利用が近年盛んに

なっていることから、「食品残さの飼料化」

に関しても新たに項目を設けて詳述しまし

た。環境問題に関しては、とくに悪臭問題に

関連した事項を充実させ、その発生低減技術

について解説しました。

コンピューターを使用して容易に栄養素要

求量を算出するため、CD-ROM化を行いま

した。また同時に簡易な飼料配合設計もでき

るように飼料設計体験プログラムも付けまし

た。このプログラムでは体重・増体日量を入

力することにより、各ステージにおける豚の

養分要求量を瞬時に算出できます。従って、

きめ細やかな養分要求量を直ちに知ることが

できます。

また、飼料設計体験プログラムでは配合設

計のみならず、その配合飼料の価格、各種栄

養素の充足率も簡単に知ることができます

（図３）。

98年版と同様に、必須アミノ酸の理想パタ
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ーン、主要飼料原料の豚回腸末端

アミノ酸消化率、非フィチン含量、

リノール酸含量、飼料成分表の抜

粋を載せましたが、成分表につい

ては乾物当たりの表示に加えて実

用性を考慮した風乾物（現物）当

たりの値も合わせて表示しまし

た。

栄養素要求量は極めて微妙であ

り、各地域、各養豚場、腹および

性の違い、最終的には個体ごとに

異なります。

そのことを念頭に置いて各養豚

場でそれぞれのステージでの栄養

素要求量を正確に把握すること

は、生産性の向上にむけて重要な

ポイントになります。従ってこの

飼養標準が多くの養豚現場で利用

されることを期待しています。

さらに、解説の項に関しては、

わが国の第一線級の養豚研究者に

よって執筆されており、これから

養豚を始めようとしている初心者

に対しての教科書としての利用も

希望しています。

（図３）CD-ROMによる飼料計算フォーム
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近年、飼料自給率の向上や肉用牛飼養管理の省力化、農地の有効活用などの観点から、肉用

牛経営における水田等を活用した小規模放牧が注目を集めています。

今回は秋田県由利地域で取り組んだ「水田における簡易放牧」について紹介します。

由利地域は秋田県の南西部に位置する畜産の盛んな地域であり、とくに肉用肥育モト牛（黒

毛和種子牛）生産については秋田県内一の産地です。

しかし、農家の高齢化や後継者不足などの要因により、小規模農家の規模縮小や撤退が進み、

近年は肉用牛飼養戸数および頭数ともに減少傾向にあります。

そこで、多額の初期投資を伴わない省力低コスト化技術として、ソーラー電気牧柵を活用し

た簡易放牧技術に着目し、地域における技術実証および普及活動を展開することとしました。

先進地である中国地方を中心に普及してきている簡易放牧技術ではありますが、秋田県は積

雪地帯であること、由利地域では過去に有刺鉄線による簡易放牧に取り組んだ経験があり、脱

柵等のマイナスイメージがあることなどから、図１のようなモデル展示圃の適正な運営により、

マイナスイメージの払しょくと技

術の普及を図ることとしました。
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（図１）モデル展示圃の設計図
（秋田県由利本荘市）

放牧地は牛舎隣接、Ａ、Ｂ、Ｃの３区構成

①面積：48ａ（Ａ、Ｂ、Ｃの３区合計）

②使用資材：ソーラー式電牧器、ポリワ

イヤー、絶縁ポール、碍子（がいし）、

古支柱、塩ビパイプ、単管パイプ、ゲ

ートハンドル等

③資材費：262,000円（54,600円／10ａ）
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モデル展示圃の設置作業について紹介します。

写真１の

ように大支

柱の打ち込

みには打ち

込み器を使

用しました。

ほとんど

の作業者が

未経験であ

ったため、

段取りが悪く時間が掛かりましたが、経験者であれば４人の労

働力で３時間程度の作業で完了すると思われます。

馴致
じゅんち

については、放牧牛を数日間放牧地につなぎ止めておい

た後、放牧初日に写真４のように電気牧柵に鼻先を付けて覚え

させる形式を取りました。

感電により興奮した放牧牛が落ち着くまで、５人ほどで放牧地の周りを囲んでいましたが、

30分ほどで放牧牛は落ち着き、草を食べ始めました。

今年度はモデル実証圃の運営とともに、現地検討会や講習会を開催し、簡易放牧技術の理解

と普及に努めてきました。講習会後のアンケート調査結果から、本技術の導入を検討する農家

も増えてきているようであるため、モデル展示圃の運営によって培った経験をもとに秋田県版

のマニュアルを作成し、次年度以降の普及活動へつなげていきたいと考えています。

（写真４）放牧牛の電気牧柵への馴致

①作業者数：６～７人（農家および関係機関）

②作業内容および時間：古支柱40本切断（15分）、塩ビパイプ120本切断（10分）、支柱設置Ａ～Ｃ区（105分）、碍

子取り付けＡ～Ｃ区（30分）、ポリワイヤー設置Ａ～Ｃ区３段張り（80分） 合計　240分

����������
����������
����
����
����
����
����
����

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

��������
��������
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

���
���
���
���
���
���

���������
���������

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���
���
���
���
���
���
��������
��������

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��

（写真２）小支柱の打ち込み （写真３）リサイクル支柱（写真１）大支柱の打ち込み


